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国民体育大会の概要及び下妻市開催予定競技 

 

1 大会開催概要 

（1） 大会名称：第74回国民体育大会 

 

（2） 第74回国民体育大会愛称及びスローガン 

大 会 愛 称：いきいき茨城ゆめ国体 

大会スローガン：翔べ 羽ばたけ そして未来へ 

 

（3） 開催年：平成31年（2019年） 

【参考】平成28年：岩手国体  平成29年：愛媛国体  平成30年：福井国体 

 

（4） 開催年、期間及び会期 

大会開催時期：9月中旬～10月中旬 

大会開催期間：11日間以内 

大 会 会 期：開催3年以内に(公財)日本体育協会と県が協議のうえ決定 

 

（5） 主 催 

大  会：（公財）日本体育協会・文部科学省・茨城県 

各競技会：上記に日本体育協会加盟競技団体・会場市町村が加わります。 

 

（6） 開・閉会式：笠松運動公園 陸上競技場 

 

（7） 実施予定競技 

    正式競技：37競技（毎年実施36競技、隔年実施1競技） 

      都道府県対抗の得点対象（天皇杯・皇后杯）となる競技です。 

      公開競技：5競技 

      都道府県代表の参加により中央競技団体主導で開催するものです。 

      都道府県対抗の得点対象となりません。 

      特別競技：1競技 

      高等学校野球のことをいい，都道府県対抗の得点対象となりません。 

 

  デモンストレーションスポーツ：31競技（H28.2.25現在） 

      県内在住の方を参加対象とするスポーツイベントとして，原則、大会会期前

の1ヶ月間の中で開催します。都道府県対抗の得点対象となりません。 
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(8) 下妻市開催予定競技種目 

   【正式競技】 

競 技 種 目：ソフトボール（少年男子・女子） 

    会場予定地 ：少年男子 茨城県営砂沼広域公園スポーツゾーン 野球場 

下妻市営柳原球場 Ａ球場 

少年女子 下妻市営千代川運動公園 野球場 

     下妻市立千代川中学校 グラウンド 

   【デモンストレーションスポーツ】 

競 技 種 目：Eボート 

    会場予定地 ：鬼怒川大形橋上流左岸 

 

(9) 今後のスケジュール 

   平成28年2月25日   下妻市準備委員会設立総会 

       7月下旬   日本体育協会理事会にて茨城国体開催決定 

        8月～9月  下妻市準備委員会を実行委員会に改組        

 

(10) 会場地市町村マップ 

   別紙参照 
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第７４回国民体育大会 いきいき茨城ゆめ国体 準備経過概要 

 

年 月 日 経  過  概  要 

平成２３年 ２月２５日 (財)茨城県体育協会が平成３１年第７４回国民体育大会の招

致に関する要望書を茨城県、茨城県議会、茨城県教育委員会に

提出 

３月 ３日 平成２３年第１回定例県議会において、知事が招致を表明 

３月２２日 平成２３年第１回定例県議会において、平成３１年第７４回国

民体育大会の招致を決議 

５月３１日 (公財)日本体育協会及び文部科学省に開催要望書を提出 

７月１３日 (公財)日本体育協会理事会において、平成３１年第７４回国民

体育大会の本県開催を了解（内々定） 

８月１２日 茨城県が国民体育大会説明に訪問 

１０月 ７日 誘致・開催希望予備調査を茨城県に提出 

１０月１７日 茨城県主催の市町村説明会に出席 

１１月１４日 市町村開催希望調査書を茨城県に提出 

平成２４年 １月２６日 茨城県主催の会場地選定聞き取り調査に出席 

５月２８日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会設立総会・第１回総会

並びに第１回常任委員会開催 

８月２９日 茨城県主催の会場地市町村選定ヒアリングに出席 

１１月１２日 第１次選定（案）に係る内諾書を茨城県に提出（実施競技：ソ

フトボール 少年男子・少年女子） 

平成２５年 ２月２０日 茨城県準備委員会から会場地市町村の選定（第一次）通知を受

領 

７月２日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会第２回総会開催 

１１月２２日 中央競技団体正規視察（ソフトボール競技） 

平成２６年 ５月１３日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会第２回市町村連絡会

議に出席 

７月８日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会第３回総会開催 

平成２７年 ５月１４日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会第３回市町村連絡会

議に出席 

７月１５日 第７４回国民体育大会茨城県準備委員会第４回総会開催 

１０月１６日 デモスポ開催希望申請書を提出（Eボート） 

１０月２８日 デモスポ開催希望申請に係るヒアリングに出席 

１２月 ３日 茨城県準備委員会からデモスポ会場地市町村の選定（第四次）

通知を受領 

平成２８年 １月２９日 第74回国民体育大会下妻市準備委員会設立発起人会を開催 

２月２５日 第 74回国民体育大会下妻市準備委員会設立総会・第１回総会

を開催 
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第１号議案 

 

第７４回国民体育大会下妻市準備委員会設立趣意書（案） 

 

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及させ、国民の健康増進と体力向上は

もとより、地域のスポーツの振興と地域文化の発展に寄与し，国民生活を明るく豊かに

することを目的として開催される国内最大のスポーツの祭典です。 

近年、人口減少社会の到来や少子高齢社会の進展など社会情勢が急激に変化するなか

で、市民のスポーツに対するニーズは、競技スポーツから生涯スポーツに至るまで多様

化しており、市民の誰もが気軽に、生涯にわたってスポーツに親しめる環境づくりが求

められております。 

このような中、平成３１年に茨城県で開催される第７４回国民体育大会において、本

市で競技が開催されることは、市民のスポーツへの関心を高め、さらなるスポーツ活動

の普及・発展に大きく寄与することはもとより、本市が目指す「健幸都市しもつま」の

実現に向け、大変有意義なものと確信しております。また、本市の歴史や文化、恵まれ

た自然などの地域資源を全国にアピールする、絶好の機会でもあります。 

そこで、大会の成功に向け、市民一人ひとりの英知と情熱を結集するとともに、「お

もてなしの心」を持って全国から集まる選手等をお迎えし、本市を訪れる方々が充分満

足していただける、下妻市ならではの魅力あふれる大会を目指します。あわせて、本大

会に参加、協力していただくすべての市民が、達成感と満足感を味わえるよう、市民協

働で準備を進めてまいります。 

ついてはここに、開催準備を円滑に進め、大会を成功に導くために、市民・関係団体・

行政からなる「第７４回国民体育大会下妻市準備委員会」を設立するものであります。 

 

   平成２８年１月２９日 

 

第７４回国民体育大会下妻市準備委員会設立発起人 

下妻市長            稲 葉 本 治 

下妻市議会議長         須 藤 豊 次 

下妻市教育長          青 柳 正 美 

下妻市体育協会会長       井 上   暢 

下妻市商工会会長        外 山 崇 行 

下妻市観光協会会長       木 村   進 

下妻市ソフトボール連盟会長   髙 村 恵 多 
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第７４回国民体育大会下妻市準備委員会会則（案） 

 

第１章 総則 

 （名称） 

第１条 本会は、第74回国民体育大会下妻市準備委員会（以下「準備委員会」という。）と

称する。 

 （目的） 

第２条 準備委員会は、第７４回国民体育大会（以下「大会」という。）において、本市で

開催される競技会（以下「競技会」という。）の円滑な運営に必要な準備を行うことを目

的とする。 

 （所掌事項） 

第３条 準備委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項を行う。 

 (１) 競技会の開催及び運営に必要な方針及び計画の決定に関すること。 

 (２) 競技会の開催及び運営に係る準備に関すること。 

 (３) 競技会の開催に必要な施設及び設備に関すること。 

 (４) 競技会の開催及び準備のための経費に関すること。 

(５) 関係競技団体その他の関係団体及び関係機関との連絡調整に関すること。 

(６) 市民のスポーツ意識の高揚に関すること。 

(７) その他準備委員会の目的達成に必要な事項に関すること。 

 

第２章 組織 

 （組織） 

第４条 準備委員会は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

  (１) 関係競技団体その他の関係団体及び関係機関を代表する者 

  (２) 市職員 

(３) 学識経験を有する者 

  (４) その他会長が特に必要と認める者 

  （役員） 

第５条 準備委員会に次の各号に掲げる役員を置く。 

 (１) 会長   １名 

 (２) 副会長  １０名以内 

 (３) 常任委員 ３０名以内 

 (４) 監事    ２名 

 （役員の選任） 

第６条 会長は、下妻市長をもって充てる。 

２ 副会長、常任委員及び監事は、総会の同意を得て、委員のうちから会長が委嘱する。 

mkprof
タイプライターテキスト
５



 （役員の職務） 

第７条 会長は、準備委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、あらかじめ会長

が指名した順位により、その職務を代理する。 

３ 常任委員は、常任委員会を構成し、第１２条第７項に掲げる事項を審議する。 

４ 監事は、準備委員会の財務を監査する。 

（任期等） 

第８条 委員及び役員（以下「委員等」という。）の任期は、委嘱されたときから準備委員

会の目的が達成されたときまでとする。ただし、委員等が就任時におけるそれぞれの所

属の団体又は機関の役職を離れた場合は、その委員等は辞職したものとみなし、その後

任者が前任者の残任期間を務めるものとする。 

２ 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じて補充する

ことができる。 

３ 会長は、前２項の規定により委員等に変更があったときは、次の総会において報告す 

る。 

４ 委員等は、無報酬とする。 

（顧問及び参与） 

第９条 準備委員会に、顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は、会長が委嘱する。 

３ 顧問は、会務の重要な事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

４ 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。 

５ 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。 

 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第１０条 準備委員会に、次の各号に掲げる会議を置く。 

 (１) 総会 

 (２) 常任委員会 

 (３) 専門委員会 

 （総会） 

第１１条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれに当たる。 

４ 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、議決する。 

 (１) 競技会の開催及び運営に係る基本方針に関すること。 

 (２) 会則の制定及び改廃に関すること。 

 (３) 事業計画及び事業報告に関すること。 
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 (４) 予算及び決算に関すること。 

(５) 常任委員会に委任する事項に関すること。 

(６) その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席がなければ開催し、議決することはできない。ただし、

総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人に権限を委任

し、又は書面で議決に加わることができる。 

６ 総会の議事は、出席委員（代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わった者を含

む。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

７ 会長は，必要に応じて顧問及び参与に総会への出席を求めることができる。 

 （常任委員会） 

第１２条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。 

２ 委員長は、会長をもって充てる。 

３ 副委員長は、副会長のうちから会長が指名する。 

４ 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

５ 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれに当たる。 

６ 委員長に事故があるとき、又は欠けたときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 常任委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。 

 (１) 総会から委任された事項に関すること。 

 (２) 専門委員会の設置及び専門委員会への付託に関すること。 

 (３) 総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること。 

 (４) その他委員長が必要と認める事項に関すること。 

８ 常任委員会は、前項第２号に規定する付託事項のうち、必要と認める事項については、

専門委員会に委任することができる。 

９ 常任委員会は、前２項の規定により審議決定した事項及び次条第３項の規定により専

門委員から報告があった事項を、必要に応じて次の総会に報告するものとする。 

１０ 前条第５項及び第６項の規定は、常任委員会について準用する。 

１１ 第８条の規定は、常任委員会の任期等について準用する。 

 （専門委員会） 

第１３条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会は、常任委員会から付託された事項について調査し、及び審議し、その結

果を常任委員会に報告しなければならない。 

３ 専門委員会は、常任委員会から委任された事項について調査し、及び審議し、その結

果を必要に応じて常任委員会に報告する。 

４ 前３項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関し必要な事項は、常任委員会に諮

った上で、会長が別に定める。 

５ 第８条の規定は、専門委員の任期等について準用する。 

 

mkprof
タイプライターテキスト
７



 第４章 会長の専決処分 

（会長の専決処分） 

第１４条 会長は、総会及び常任委員会（以下「総会等」という。）を招集するいとまがな

いとき、又は総会等の権限に属する事項で軽易なものについては、これを専決処分する

ことができる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、承認を

得なければならない。 

 

 第５章 事務局 

 （事務局） 

第１５条 準備委員会の事務を処理するため、事務局を大会主管課内に置く。 

２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

第６章 会計 

（経費） 

第１６条 準備委員会の経費は、交付金及びその他の収入をもって充てる。 

 （予算及び決算） 

第１７条 準備委員会の収支予算は、総会の議決により定め、収支決算は、監事の監査を

経て総会の承認を得なければならない。 

 （会計年度） 

第１８条 準備委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日までとする。 

２ 準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 第７章 解散 

 （解散） 

第１９条 準備委員会は、第２条に規定する目的が達成されたときは、総会の議決を経て

解散するものとする。 

２ 準備委員会が解散するときに有する残余財産は、総会の議決を経て処分する。 

 

 第８章 補則 

 （委任） 

第２０条 この会則に定めるもののほか、準備委員会の運営に必要な事項は、会長が別に

定める。 

 

   付 則 

この会則は、平成２８年  月  日から施行する。 
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(順不同・敬称略)

会　　長

所属機関・団体・役職名 氏 名

下妻市長 稲葉　　本治

副 会 長

所属機関・団体・役職名 氏名

下妻市議会議長 須藤　　豊次

下妻市副市長 野中　　周一

下妻市教育長 青柳　　正美

下妻市体育協会会長 井上　　　暢

下妻市商工会会長 外山　　崇行

下妻市観光協会会長 木村　　　進

下妻市ソフトボール連盟会長 髙村　　恵多

常任委員

所属機関・団体・役職名 氏 名

茨城県常総保健所長 本多　めぐみ

下妻警察署長 郡司　　文夫

下妻消防署長 古沢　　　寛

下妻市校長会会長 江原　　陽子

茨城県ソフトボール協会理事長 須藤　　桝利

茨城県ソフトボール協会事務局長 大久保　進司

鬼怒川流域交流Ｅボート大会実行委員会委員長 飯島　　和一

株式会社ふれあい下妻総務部長 松本　　知明

常総ひかり農業協同組合代表理事組合長 草間　　正詔

茨城県ハイヤー・タクシー協会県西支部下妻部会長 黒須  　英夫

真壁医師会下妻支部支部長 中山　　公彦

下妻市自治区長連合会会長 飛田　　貞雄

下妻市ふるさとづくり推進協議会会長 飯塚　　武彦

下妻市市長公室長 中山　　義則

下妻市総務部長 木瀬　　　誠

下妻市市民部長 根本　　桂二

下妻市保健福祉部長 折原　　嘉行

第７４回国民体育大会

下妻市準備委員会委員・役員等の選任（案）

第３号議案
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所属機関・団体・役職名 氏 名

下妻市経済部長 木村　　宇一

下妻市建設部長 神郡　　健夫

下妻地方広域事務組合事務局長 斉藤　　　敏

下妻市議会事務局長 倉持　　総男

監　　事

所属機関・団体・役職名 氏名

下妻市代表監査委員 渡辺　　俊一

下妻市会計管理者 塚田　　　篤

顧　　問

所属機関・団体・役職名 氏名

茨城県議会議員 飯塚　　秋男

参　　与

所属機関・団体・役職名 氏名

下妻市教育委員会委員長 平塚　　勇治

下妻市教育委員会委員長職務代理者 平間　　　守

下妻市教育委員会委員 青木　　明美

下妻市教育委員会委員 石濱　　義則

日本放送協会　水戸放送局長 加茂　　　明

株式会社茨城放送　代表取締役社長 北島　　重司

つくばコミュニティ放送株式会社　代表取締役 岩崎　　幸教

株式会社茨城新聞社　筑西支社長 菅谷　 　 忠

株式会社読売新聞東京本社　水戸支局長 西村　　洋一

株式会社朝日新聞社　水戸総局長 武山　　　忍

株式会社毎日新聞社　水戸支局長 滝口　　隆司

株式会社産経新聞社　水戸支局長 北村　　　豊

株式会社時事通信社　水戸支局長 石田　　保幸

一般社団法人共同通信社　水戸支局長 江川　　直人

株式会社常陽リビング社　編集部副編集長 坂入　　祐司

委　　員

所属機関・団体・役職名 氏名

下妻市議会文教厚生委員長 廣瀬　　　榮

下館河川事務所黒子出張所長 竹渕　　　勉

茨城県常総工事事務所長 池田　　　久

下妻市スポーツ推進委員会委員長 平間　　三男

下妻市スポーツ少年団本部長 柴﨑　　清一

下妻市小中学校体育連盟会長 中山　　　均
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所属機関・団体・役職名 氏名

茨城県立下妻第一高等学校長 稲見　　　隆

茨城県立下妻第二高等学校長 圓城寺　賢一

茨城県立下妻特別支援学校長 大関　　　毅

下妻市ＰＴＡ連絡協議会会長 斯波　　元気

下妻市ソフトボール連盟副会長 渡辺　　則夫

下妻市ソフトボール連盟理事 青柳　　英幸

下妻市商工会青年部部長 簗嶋　　尚文

下妻市商工会女性部部長 秋葉　　夏巳

下妻市金融団幹事常陽銀行下妻東支店 松﨑　　知秋

下妻市建設業会会長 塚田　　　隆

下妻市千代川建設業協会会長 中川原　伊佐武

関東鉄道株式会社取締役鉄道部長 髙橋　　眞一

関鉄パープルバス株式会社下妻営業所長 峯　　　政徳

下妻市歯科医師会会長 水上　　正人

常総薬剤師会下妻班班長 外山　　　仁

公益社団法人茨城県柔道整復師会理事 中 村　文 男

下妻市観光物産会会長 飯塚　　市郎

常総食品衛生協会専務理事 兼廣　　　實

下妻郵便局長 初見　　康司

下妻地方広域シルバー人材センター常務理事 内田　　邦夫

下妻市消防団団長 富田　　光一

交通安全協会下妻支部支部長 渡辺　　国男

下妻市文化団体連絡協議会会長 國府田　　晋

青少年を育てる下妻市民の会会長 塙　　　正明

下妻市食生活改善推進協議会会長 猪又　　恭子

下妻市婦人会会長 塚田　ヒロ子

下妻食と農を考える女性の会会長 横島　　幸子

下妻市老人クラブ連合会会長 小倉　　房義

下妻ロータリークラブ会長 平塚　　次夫

下妻千代川ライオンズクラブ会長 峯　　　　亮

下妻市ボランティア連絡協議会会長 飯塚　はつい

小貝川ふれあい花の会会長 塚田　　宏治

花と一万人の会会長 飯島　　順一

下妻青年会議所理事長 平塚　　一芳

会　　長　　　 1　名
副 会 長　　　 7　名
常任委員　　　21　名
監　　事　　　 2　名
顧　　問　　　 1　名
参　　与　　　15　名
委　　員　　　40　名
　 計　　　　87　名
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第１号議案 

第74回国民体育大会下妻市基本方針（案） 

 
１ 基本方針 

下妻市において開催される第７４回国民体育大会（いきいき茨城ゆめ国体）は、下

妻市民一人ひとりの英知と情熱を結集し、総力を挙げて、魅力と感動にあふれた大会

として開催します。 

また、下妻市はこの大会を契機として、競技力の向上はもとより、市民一人ひとり

が生涯にわたってスポーツを楽しめるまちづくりを推進し、スポーツを通じた元気な

まち「健幸都市しもつま」の実現を目指します。 

 

２ 実施目標 

（１）市民協働による大会 

   国民体育大会の成功に向け、市民の参加意識の高揚を図りながら、市民総参加

のもと関係団体・行政が一丸となって大会を盛り上げていくとともに、市民が喜

びと感動を分かち合い、地域の活力を創出する大会を目指します。 
 

（２）笑顔とおもてなしの心があふれる大会  

   全国から訪れる方々を、笑顔とおもてなしの心を持って温かくお迎えし、人情

味あふれる心の触れ合いを通じて、地域間や世代間の絆が深まる、心温まる大会

を目指します。 

 

（３）下妻市の魅力を発信する大会  

国体開催を本市の魅力を発信する絶好の機会ととらえ、先人により大切に培わ

れてきた豊かな自然や文化、歴史など、本市の魅力を余すところなく全国に伝え

る大会とします。 

 

（４）生涯スポーツの振興につなげる大会  

選手が日頃の練習の成果を十分に発揮できる大会運営に努めることはもちろん、

市民のスポーツに対する意欲や関心を高め、「する」・「観る」・「支える」ことを通

じたスポーツへの関わりを促進し、日常的にスポーツに親しむことができるよう

な環境づくりを推進します。 

 

（５）簡素・効率化を目指す大会 

既存施設の有効活用等、簡素・効率化を図りながらも、知恵を絞り、創意工夫

によって、下妻市らしい魅力と活力のあふれる大会運営を目指します。 
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第２号議案 

第74回国民体育大会下妻市準備委員会 

総会から常任委員会への委任事項（案） 

 

第74回国民体育大会下妻市準備委員会会則第11条第４項第５号の規定に基づく常

任委員会への委任事項は，次のとおりとする。 

 

１ 競技会の開催に係る基本計画に関すること。 

 

２ 競技会場、競技運営及び式典に関すること。 

 

３ 宿泊、衛生及び医療救護に関すること。 

 

４ 輸送及び交通に関すること。 

 

５ 消防防災及び警備に関すること。 

 

６ 広報及び市民協働に関すること。 

 

７ その他競技会の開催に必要な事項に関すること。 
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第３号議案 

第74回国民体育大会下妻市準備委員会 

平成27年度事業計画（案） 

 

 

 

１ 競技会の開催に向けた準備計画の作成 

 

 

２ 先催都市の準備状況等の調査及び研究 

 

 

３ 関係機関及び競技団体との連絡調整 

 

 

４ その他競技会の開催準備に係る事業の推進 

mkprof
タイプライターテキスト
１４



（2016年）
【３年前】

【５年前】

（2018年）

（2015年）

【４年前】

（2014年）

平成26年度

平成30年度

【開催年】

【１年前】

平成31年度

（2019年）

【２年前】

平成28年度

平成29年度

（2017年）

平成27年度

（2012年）

【６年前】

【７年前】

平成24年度

平成25年度

（2013年）

【８年前】

第74回国民体育大会開催に向けたスケジュール

年度 茨城県主要日程

平成23年度

（2011年）

下妻市主要日程

組織拡大

大会終了
まで

開催要望書提出（県）

開催内々定

会
場
地
市
町
村
選
定

中央競技
団体正規
視察

会場地総合視察
（日体協・文科省）

開催決定

中央競技団体第2次視察(予定)

国体リハーサル大会開催

第 7 4 回 国 民 体 育 大 会 開 催

総会・常任委員会・
各専門委員会開催

専門委員会設置

実行委員会解散

総 会
常任委員会
各専門委員会
随時開催

準備委員会設立（準備委員会事務局）

実行委員会発足 （実行委員会事務局）

リハーサル大会
実施本部設置

開催内定

国体実施本部設置

設立発起人会

生涯学習課内に国体
専門部署を設置
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　７１名
会長 ：

副会長 ：

監事 ：

常任委員 ：

委員 ：

　２９名
委員長 ：

副委員長 ：

常任委員 ：

準備委員会組織図

顧　問 参　与

２１名

７名

２名
重要事項につ
いて会長の諮
問に応じ助言
を行う

必要事項につ
いて会長の諮
問に応じ助言
を行う

　１名

４０名

総務・企画専門委員会 輸送・交通専門委員会宿泊・衛生専門委員会競技式典専門委員会

・準備総合計画
・広報
・市民総参加運動
・ボランティア募集
・接伴関係

・競技運営
・施設整備
・式典関係
・炬火リレー関係

・宿泊・配宿関係
・医療救護関係
・環境衛生・食品衛生

・輸送関係
・交通対策関係
・消防防火・警備関係

専　門　委　員　会

○分野ごとに常任委員会から付託された
　　事項の審議

第７４回国民体育大会下妻市準備委員会

総　　　　　　会

○開催方針の決定
○事業計画・予算の決定
○常任委員会への委任事項の決定等

常　任　委　員　会

○総会からの委任事項の審議・決定
○専門委員会の設置及び付託事項の
　　審議・決定　等

事　　　務　　　局
（生涯学習課　国体担当）

１名

７名

２１名
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役　職 氏　名

事 務 局 長 宮　本　和　人

事務局次長 菊　池　哲　也

事 務 局 員 青　柳　　　功

 下妻市教育委員会　生涯学習課長

所　属　・　補 職 名

 下妻市教育委員会　教育部長

第74回国民体育大会下妻市準備委員会事務局職員名簿

 下妻市教育委員会　生涯学習課　スポーツ振興係長
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－ＭＥＭＯ－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

**************************************** 

第74回国民体育大会 いきいき茨城ゆめ国体 

下妻市教育委員会 生涯学習課 

                                 〒304-8555  下妻市鬼怒230番地 

℡ 0296-43-2111（内線2840） 

F A X 0296-43-3519 

E-mail shougai@city.shimotsuma.lg.jp 

**************************************** 

mailto:shougai@city.shimotsuma.lg.jp


 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第74回 国民体育大会下妻市準備委員会 




